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全腎協公開シンポジウム 

全腎協 行政･医療･交通事業者向けシンポジウムを開催 

デマンド型交通による透析患者通院支援を広く提案 
 
 
 

全腎協は、本年１０月１４日に新潟県長岡

市において公開シンポジウム“全腎協 通院

シンポジウム in 長岡～デマンド型交通によ

る透析患者通院支援の提案～”を開催しまし

た。 

長岡市で行われているデマンド型交通は

「長岡方式」と呼ばれており、透析患者の通

院送迎に特化しているという点で大変珍し

い取り組みです。当日は、長岡方式のノウハ

ウを聞くべく、新潟県に隣接する東北、中部、

関東を中心に患者会、行政、病院関係者、交

通事業者など約120名が集まりました。 

シンポジウムは、開会挨拶に続き、長岡市

副市長 水澤千秋様が来賓挨拶として「長岡

方式」の特徴は、交通事業者、医療機関、患

者会の協働による“福祉･デマンドネットワ

ーク研究会”による運営にあるとのお話しを

いただきました。続いて、「長岡方式」運営

のキーマンである福祉･デマンドネットワー

ク研究会代表世話人・相互タクシー株式会社

代表取締役 小川 浩司氏が、今日に至るまで

の「長岡方式」の歴史、運営状況について講

演を行いました。「長岡方式」の歴史は、平

成22 年11 月30日の福祉・デマンドネッ

トワーク研究会発足会議に始まり、運行開始

の平成23年には利用者７名であったが、平

成２９年には利用者６０名、利用者増加に伴

い運行ルートは16コースにまで増加しま 

 
 講演する相互タクシー株式会社代表取締役小川氏 

 

した。「長岡方式」がここまで成長した背景

には、小川氏の熱心な取り組みと長岡市内透

析施設の協力がありました。車両の運行自体

は長岡市内のタクシー会社が分担し、自社の

車両・運転手で行いますが、オペレーション

（ルートの策定や日々の配車管理）はすべて

小川氏一人で対応していること、オペレーシ

ョンをこなす上では医療機関との密な情報

共有が不可欠であり、医療機関の協力には大

変感謝していることなど、小川氏の講演は現

場の実情を中心に進みました。 

シンポジウム終了後、全腎協には当日資料

を送ってほしい等の問い合わせが来ていま

す。長岡市には、東北地方や関東地方から長

岡方式の視察申し込みがあるなど反響がみ

られます。 
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通院送迎センター「ステップ福岡」 

設立２０周年記念祝賀会を開催 

ＮＰＯ法人通院送迎センター「ステップ福

岡」は設立２０周年を迎え、節目を祝う記念

祝賀会を９月９日福岡市内で開催しました。 

当時は、ボランティアならびにボランティア

ＯＢの方々をはじめ、市議会議員、患者会役

員、透析施設関係者等47名が出席しました。 

全腎協からは秋山祐一専務理事（通院介護

委員長）、福岡県腎臓病患者連絡協議会から

は森満義彦会長がそれぞれ出席し、祝辞を述

べました。また、「ステップ福岡」活動に携

わってきたボランティア２名の方に、２０年

間の感謝をこめて特別感謝状の贈呈が行わ

れ、当日は和やかな会となったとのことです。 

 

《事務局より》 
 

■通院シンポジウム in 長岡 DVD について 

 全腎協では、１０月１４日に行われた「通

院シンポジウム in 長岡～デマンド型交通に

よる透析患者通院支援の提案～」の様子を動

画撮影しております。 

動画データを必要な方へ差し上げており

ますので、ご希望の方は全腎協事務局までお

申し出下さい。当日資料もまだ少々残部がご

ざいますので、こちらをご希望の方も事務局

までご連絡下さい。 

 

■全腎協 講師派遣制度をご活用下さい！ 

 全腎協では腎友会・送迎事業所の立ち上げ

を検討している方を対象に、勉強会、講演会

への講師派遣を行っております。希望開催日

の２ヶ月前までに、“通院送迎の講師派遣希

望”として、全腎協事務局・送迎担当までお

電話下さい。その際、テーマと講師について

ご希望をお聞かせ下さい。 

【テーマ】 

 全腎協通院介護支援事業の歴史 

 福祉有償運送とは 

 送迎事業所の開設ノウハウ 

 介護保険と通院送迎 

 デマンド型交通導入のノウハウ 

～地域ぐるみの送迎システム構築について～ 

 富山型デイサービスとは   ほか 

 

【講師】 

馬場 享 通院介護委員（全腎協会長） 

秋山 祐一 通院介護委員長（全腎協専務理事） 

金子 智 通院介護委員（全腎協常務理事） 

池田 充 通院介護委員       ほか 

 

【お申し込み方法】 

希望開催日の２ヶ月前までに、“通院送迎

の講師派遣希望”として、全腎協事務局・送

迎担当までお電話下さい。その際、テーマと

講師についてご希望をお聞かせ下さい。 
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